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R24c すばる望遠鏡による赤方偏移 5.7のLyα輝線銀河の探査
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狭帯域フィルター撮像を用いた Lyα輝線銀河 (LAE) の探査は、high-z星生成銀河の探査の強力な手法の一つ
であり、現在見つかっている最遠の銀河の発見もこの手法によるものである。
我々は、すばる望遠鏡の主焦点カメラ (Suprime-Cam)に狭帯域フィルターNB816 (重心波長 8160Å) を付け、

SDSSクエーサー 1044-0125 (赤方偏移 z=5.74)周辺のLyα輝線銀河の探査を行った (2002年 2月 14-16日)。積分
時間は 10時間に及び、この波長帯では従来にないディープイメージを取得することに成功した。同じ観測期間に
撮影した広帯域フィルター (B,R,I,z’)を用いたイメージを使い、NB816 < 24.9、Iz

′(I + 0.3z′)−NB816 > 0.9、
BR(B + R) > 26.75という条件を用いて、706平方分から 19個の z=5.7LAE候補を検出した。この中には 2つ
の blob状の天体が含まれている。
得られた LAEについて Lyα光度を見積もったところ 1043(ergs/s)を超える天体も存在し、z=5.7においても

活発な星生成活動がおこなわれていたことがうかがえる。この Lyα光度から見積もった SFR densityを、LBGs
などから求められている SFR densityとともにプロットすると (madau plot)ほぼ一致した結果が得られている。


